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防
災
、
景
観
、
福
祉
を
柱
に

 

　

 
 

　
　
　
　

 

意
欲
的
な
取
り
組
み
に
驚
く

まち協だよ り

ま
ち
協
が
伊
賀
市
の
先
進
自
治
会
を
視
察

12
月
16
日
・
１
月
６
日
　

　

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

12
月
23
日
・
１
月
13
日

　

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

　

岡
本
町
西
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

回
収
品

　

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
と
一
緒
で　

　

可
）

　

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

子
ど
も
会
資
源
回
収

休
館
日
の
お
知
ら
せ

左
義
長
は
１
月
13
日
に

　　　第７回理事会（11 月３日）

①新たな自主防災組織についての

案が提示されて審議したが、専門

的な知識・経験を有する人も含め

た「自主防災組織検討委員会」を

つくり、そこで具体的に検討して

もらうこととした。

②まちづくり協議会の組織の改正

案が提示され、次回の理事会で審

議することとし、特に町内会の役

員の変更については、次回で必ず

結論を出すことを申し合わせた。

③各町内会の役員の選出にあたっ

ては、高齢化などで輪番制によっ

て役員になることが負担となって

いる世帯もあるので、各班会議の

話し合いで合意・納得の上で順番

を飛ばすなどの配慮がなされるよ

う、町内会長から指導していただ

きたい、と要請があった。

志津南ホームページ
http://waka-kusa.net/

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
11
月
３

日
、
伊
賀
市
の
「
桐
ケ
丘
地
区
住
民

自
治
協
議
会
」
の
視
察
、
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
中
原

勝
一
会
長
以
下
、
副
会
長
、
理
事
、

監
事
12
人
と
、
ま
ち
づ
く
り
行
動
計

画
特
別
委
員
会
の
委
員
４
人
、
事
務

局
員
３
人
の
計
19
人
。
研

修
先
は
、
草
津
市
の
ま
ち

づ
く
り
協
働
課
に
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
頃
に
桐
ケ
丘

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
到

着
、
会
長
は
じ
め
七
人
の

方
々
に
迎
え
て
い
た
だ
き
、

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
後
、

早
速
研
修
に
入
り
ま
し
た
。

　

桐
ケ
丘
地
区
は
、
昭
和

58
年
に
分
譲
を
開
始
し
た

新
興
住
宅
地
で
、
現
在
約

１
９
０
０
世
帯
、
人
口
約
５
３
０
０

人
と
、
志
津
南
地
区
の
お
よ
そ
２
倍

の
規
模
で
す
。

　

伊
賀
市
は
平
成
16
年
、「
自
治
基

本
条
例
」
の
施
行
に
伴
い
、
住
民
自

治
協
議
会
制
度
が
ス
タ
ー
ト
、
平
成

17
年
４
月
に
桐
ケ
丘
地
区
住
民
自
治

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
志
津

南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
よ
り
七

年
先
行
し
て
い
ま
す
。

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

は
、
今
年
12
月
29
日
（
木
）
か
ら
来

年
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
休
館
し
ま

す
。

代
議
員
総
会
が

最
高
議
決
機
関

情
報
流
出
防
止
の
仕
組
み
確
立

志
津
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
、
恒
例
の
左
義
長
を
平
成
25
年

１
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
か

ら
11
時
30
分
ま
で
、
若
草
中
央
児
童

公
園
で
行
い
ま
す
。

お
正
月
の
お
飾
り
や
、
お
札
類
、

お
子
さ
ん
の
書
初
め
な
ど
を
焼
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
だ
、
お
飾
り
の
み
か
ん
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
一
般
ご
み
な
ど
は
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

桐ケ丘自治協役員らの説明を聞く参加者

　

桐
ケ
丘
地
区
住
民
自
治
協
議
会
を

構
成
す
る
の
は
、
桐
ケ
丘
自
治
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
桐
ケ
丘
、

公
民
館
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
桐
ケ
丘
商

店
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
、

自
治
会
は
８
丁
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
幹
事
会
、
運
営
委
員
会
の
も
と

に
６
部
会
、
７
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
代
議
員
制
の
総
会
が
最
高
議

決
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
は
、
伊
賀
市
か
ら
の
地
域
包

括
交
付
金
、
地
域
活
動
支
援
事
業
補

助
金
、
自
治
会
分
担
金
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
分

担
金
、
公
民
館
事
業
委
託
金
等
と
な

っ
て
お
り
、
支
出
は
、
役
員
活
動

費
、
事
務
局
人
件
費
、
印
刷
製
本
費
、

備
品
購
入
費
等
の
事
務
費
と
、
地
域

支
え
合
い
事
業
等
十
数
件
の
事
業
を

実
施
す
る
事
業
費
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。

　

桐
ケ
丘
地
区
は
「
安
全
・
安
心
な

住
み
良
さ
が
実
感
で
き
る
〝
ま
ち
づ

く
り
〟」
の
実
現
に
向
け
て
、
重
要

課
題
と
し
て
「
防
災
」「
防
犯
」「
景

観
整
備
」「
高
齢
者
福
祉
」
を
掲
げ

て
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴

っ
て
「
地
域
支
え
合
い
」
が
最
大
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、

三
年
前
か
ら
地
域
活
動
支
援
事
業
補

助
金
制
度
を
利
用
し
て
、「
地
域
支

え
合
い
体
制
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
「
桐
ケ
丘
サ
ロ
ン
の
利
用
と

世
代
間
交
流
事
業
」
と
し
て
、
事
務

所
の
改
造
と
サ
ロ
ン
の
開
設
に
よ
る

会
員
と
子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り

や
世
代
間
の
交
流
を
深
め
る
活
動
を

進
め
た
り
、「
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
と
し
て
、

シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
を
制
作
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
や
情
報
流
出
防
止
の

仕
組
み
も
確
立
し
て
、
各
種
住
民
デ

ー
タ
を
一
元
化
し
て
効
率
的
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
順
調
に
地
域
活
動
が
進

め
ら
れ
て
い
る
秘
訣
を
尋
ね
る
と
、

「
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
、
や
は
り
山

あ
り
谷
あ
り
で
し
た
。
地
道
に
一
歩

一
歩
前
進
す
る
し
か
な
い
で
す
ね
」

と
努
力
の
積
み
重
ね
を
強
調
し
て
い

ま
し
た
。
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新
居
浜
市
社
協
が
視
察

平
和
祈
念
講
演
会
を
開
催

   
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
う
ら
や
む

　

愛
媛
県
新
居
浜
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
の
役
員
15
人
が
11
月
16
日
、
志

津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域

支
え
あ
い
拠
点
「
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

　

絆
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
草
津
市
を
訪
れ
た
一
行

は
、
草
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
、

舟
本
事
務
局
長
か
ら
市
社
協
の
小
地

域
福
祉
活
動
な
ど
の
紹
介
に
続
き
、

志
津
南
地
区
社
協
の
小
野
会
長
、
松

本
副
会
長
が
志
津
南
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
仕
組
み
と
、
地
域
支

え
あ
い
拠
点
整
備
（
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ

ス
活
動
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

小
野
会
長
ら
は
志
津
南
地
区
福
祉

活
動
の
柱
で
あ
る
福
祉
委
員
の
必
要

性
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、
理

解
を
得
て
福
祉
委
員
が
誕
生
し
た
こ

と
、
さ
ら
に
、
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
の

立
ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
ベ

ー
ス
「
地
域
支
え
あ
い
活
動
と
し
て

２
年
前
に
始
め
た
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶

『
お
茶
の
間
』
の
実
績
、
福
祉
委
員

は
じ
め
活
動
を
支
え
て
人
々
が
あ
っ

て
開
所
で
き
た
」
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

新
居
浜
市
社
協
役
員
か
ら
「
こ
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
仕
組

み
を
作
り
た
い
と
取
り
組
み
始
め
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
の

か
」「
新
居
浜
で
も
協
議
会
の
し
く

み
を
進
め
て
い
る
が
、
自
治
会
や
そ

の
他
の
団
体
に
理
解
し
て
も
ら
う
の

が
大
変
難
し
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
主
体
の
社
協
の
組
織
作
り
は
ど
う

　

町
内
の
美
化
活
動
が
進
み
、
ほ
と

ん
ど
の
町
で
い
わ
ゆ
る
「
草
刈
り
隊
」

の
活
動
が
活
発
に
な
る
の
に
伴
い
、

刈
払
機
（
エ
ン
ジ
ン
付
き
草
刈
り
機
）

の
使
用
頻
度
が
増
え
て
き
た
こ
と
か

ら
、
環
境
美
化
委
員
会
は
11
月
10
日
、

日
頃
点
検
・
修
理
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
奥
清
商
店
の
奥
村
常
務
を
講

師
に
、
こ
の
機
械
の
安
全
な
使
い
方
、

始
動
方
法
、
使
っ
た
後
の
手
入
れ
な

ど
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
＝
写

真
。

　

早
く
、
き
れ
い
に
草
刈
り
が
出
来

る
便
利
な
機
械
で
す
が
、
使
っ
て
い

る
本
人
だ
け
で
な
く
、
周
り
に
い
る

人
が
け
が
を
し
た
り
、
思
っ
た
よ
り

遠
く
の
車
等
を
傷
つ
け
る
危
険
性
を

十
分
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

講
習
会
に
は
各
町
か
ら
15
人
が
参

加
、
半
径
15
㍍
も
の
範
囲
が
危
険
で

あ
る
こ
と
を
学
び
、
次
に
気
持
ち
よ

く
使
え
る
後
片
づ
け
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
質
問
や
、
そ
の
方
法
の
掲
示

要
望
が
出
る
な
ど
活
発
な
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

 
 

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
小
野
栄
祐
会
長
）
は
11
月
25
日
、

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
「
平
和

祈
念
講
演
会
」
を
開
催
、
住
民
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
＝
写

真
。

　

今
回
は
市
内
西
蓮
寺
の
住
職
、
上

寺
和
親
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
高
齢

者
社
会
を
生
き
る
《
絆
と
心
の
平
和
》

《
と
も
に
生
き
る
こ
と
》
を
か
ん
が

え
よ
う
！
」
と
題
し
て
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
参
加
者
同
士
が
仲
間
意

識
を
持
て
る
よ
う
に
一
分
間
で
出
来

る
だ
け
多
く
の
人
と
握
手
を
す
る
ゲ

ー
ム
を
行
っ
て
雰
囲
気
を
和
ら
げ
た

あ
と
、
講
演
に
入
り
ま
し
た
。

　

上
寺
住
職
は
「
18
年
前
に
パ
リ
の

片
隅
で
お
年
寄
り
の
孤
独
死
を
き
っ

か
け
に
、
一
人
の
青
年
が
隣
人
の
集

い
と
し
て
道
端
で
始
め
た
『
隣
人
祭

り
』
が
世
界
中
に
広
ま
り
、
日
本
で

も
始
ま
っ
て
い
る
。
当
地
域
は
、
高

齢
化
率
19
・
７
㌫
で
、
既
に
高
齢
社

会
で
あ
り
、
５
年
後
に
は
35
㌫
、
15

年
後
に
は
45
㌫
を
超
え
超
高
齢
社
会

（
高
齢
化
率
21
㌫
以
上
）
に
な
る
地

域
で
あ
る
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
『
人
と

人
と
の
絆
・
助
け
合
い
・
支
え
合
い
』

が
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
地
域

に
な
っ
て
い
る
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
上
寺
住
職
は
小
学
生
の
書

い
た
詩
や
司
馬
遼
太
郎
の
一
節
を
読

み
上
げ
「
人
間
は
、
自
分
だ
け
で
生

き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
支
え
あ
っ

て
生
き
て
い
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
金
子
み
す
ず
の

「
私
と
小
鳥
と
す
ず
と
」「
世
界
に
一

つ
だ
け
の
花
」
な
ど
を
引
用
し
、
地

域
に
お
い
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
ら

な
く
て
よ
い
。
人
と
比
べ
る
の
で
な

　

こ
の
日
、「
平
和
祈
念
講
演
会
」

に
合
わ
せ
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
泉
」
（
藤
田
清
子
代
表
）
は
市

民
セ
ン
タ
ー
の
和
室
、
ロ
ビ
ー
で
恒

例
の
お
茶
会
を
開
き
ま
し
た
＝
写

真
。

　

も
み
じ
、
お
茶
の
花
な
ど
を
飾
り
、

気
楽
な
雰
囲
気
を
心
が
け
た
お
茶
席

に
、
講
演
を
聞
き
終
え
た
方
々
が
大

勢
立
ち
寄
っ
て
下
さ
り
、
一
服
の

お
茶
と
和
菓
子
で
昼
下
が
り
の
ひ
と

時
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
和
や
か
に

交
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
の
秋
の
一
斉
清
掃
が

11
月
25
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写

真
。

　

午
前
８
時

30
分
、
参
加
者
約

７
３
０
人
が
清
掃
道
具
を
手
に
最
寄

り
の
公
園
に
集
合
、
同
10
時
前
に
は

19
カ
所
の
集
積
場
は
刈
り
草
や
落
ち

葉
が
大
き
な
山
を
築
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
落
ち
葉
は
九
分
程

度
、
集
め
た
後
か
ら
あ
と
か
ら
枯
れ

葉
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
、
せ
っ
か
く
清
掃

し
た
路
面
に
舞
い
落
ち
て
い
ま
し

た
。　

      　
　
　

（
環
境
美
化
委
員
会
）

し
た
ら
出
来
る
の
か
」
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
仕
組
み
に
関
す
る
質
問
が
あ

り
、
志
津
南
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
仕
組
み
と
、
そ
の
構
成
団

体
と
し
て
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
を

担
う
社
協
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。　

　

市
社
協
で
の
懇
談
を
終
え
た
あ
、
ふ

れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
会
場
を
移
し
、
２
階

で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
「
ふ
れ
あ

い
ハ
ウ
ス　

絆
」
活
動
を
紹
介
、
懇
談

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
町
の
中
心
に

こ
の
様
な
場
所
が
あ
っ
て
い
い
な
」「
ハ

ウ
ス
の
運
営
維
持
管
理
は
？
」
な
ど
と

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
新
居
浜
社
協
役

員
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
、
参
考
に
し
た
い
」
と

刺
激
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

く
、
皆
一
人
ひ
と
り
違
う
も
の
を
持

つ
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
あ
る
。
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
同
士
が
助
け
合
い
、
つ
な
が

っ
て
生
き
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
、
故

郷
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
」
と
強
調
、

参
加
者
の
心
に
響
く
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
の
説
明
を
聞
く

新
居
浜
市
社
協
役
員
ら

草
刈
り
機
講
習
会
を
開
催

秋
の
一
斉
清
掃

講
演
会
に
あ
わ
せ
お
茶
会
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第
10
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

 

　
　
　

琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
楽
し
む

若
寿
会
は
バ
ス
旅
行

　

志
津
南
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
泉
（
藤
田
清
子
代

表
）
は
11
月
２
日
、
独
り
暮
ら
し
、

昼
間
独
り
の
方
た
ち
と
交
流
ふ
れ
あ

い
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
こ
の
日
は

少
し
ぐ
ず
つ
い
た
天
候
で
し
た
が
、

31
人
の
参
加
者
は
び
わ
こ
ミ
シ
ガ
ン

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

バ
ス
で
市
民
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し

た
一
行
は
白
波
の
立
つ
湖
面
に
身
を

寄
せ
合
う
よ
う
に
浮
か
ぶ
水
鳥
の
群

れ
を
眺
め
な
が
ら
、
ほ
ど
な
く
浜
大

津
港
に
到
着
、
岸
壁
に
も
や
う
赤
と

白
を
基
調
と
し
た
３
層
の
キ
ャ
ビ
ン

を
持
つ
お
し
ゃ
れ
な
外
輪
船
ミ
シ
ガ

ン
が
眼
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
「
ジ
ャ
ー
ン
」、
ド
ラ

の
音
を
合
図
に
エ
ン
ジ
ン
音
も
静
か

に
出
港
、
途
中
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

寄
港
す
る
80
分
間
の
ク
ル
ー
ズ
で

す
。

　

木
目
調
の
船
内
で
は
滋
賀
の
名

所
・
史
跡
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
た
り
、

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
の
軽
快
な
曲
の
演

奏
な
ど
ミ
ニ
・
シ
ョ
ー
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
右
手
の
近
江
冨
士
、
左
手

の
比
良
の
山
並
み
を
遠
望
す
る
な
ど

ゆ
っ
た
り
と
寛
ぎ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

や
が
て
「
さ
ざ
な
み
の　

志
賀
の

都
よ　

い
ざ
さ
ら
ば
」
と
琵
琶
湖
周

航
の
歌
に
送
ら
れ
下
船
。
こ
の
あ
と

草
津
市
烏
丸
半
島
の
ロ
ッ
ク
ベ
イ
ガ

ー
デ
ン
で
昼
食
と
買
い
物
を
楽
し
ん

だ
の
ち
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
体
育
振
興
会
（
辻
井

会
長
）
は
11
月
23
日
、
第
10
回
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
を
開
催
、
参

加
者
１
３
６
人
が
桐
生
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
志
津
南
小
体
育
館
で
の
じ
ゃ
ん

け
ん
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
＝
写
真
。

　

午
前
の
部
は
、
昨
年
実
施
し
て
好

評
を
得
た
「
桐
生
方
面
へ
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
実
施
、
午
後
の
部
は
、

志
津
南
小
学
校
体
育
館
で
ス
ポ
ー
ツ

ま
つ
り
で
盛
り
上
が
っ
た
「
じ
ゃ
ん

け
ん
サ
ッ
カ
ー
」
と
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
小
雨
が
ば
ら
つ
く

天
候
で
し
た
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

は
児
童
も
含
め
た
参
加
者71

人
が
、

元
気
よ
く
志
津
南
小
学
校
を
出
発
し

ま
し
た
。
途
中
、
紅
葉
真
っ
盛
り
の

景
色
に
感
動
し
、
見
つ
け
た
野
い
ち

ご
を
口
に
す
る
な
ど
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

で
参
加
し
た
幼
児
を
含
め
、
幅
広
い

年
齢
層
の
参
加
者
は
全
員
無
事
に
約

８
キ
ロ
を
歩
き
通
し
ま
し
た
。

　

「
じ
ゃ
ん
け
ん
サ
ッ
カ
ー
」
は
町
内

対
抗
形
式
で
実
施
し
、
相
手
チ
ー
ム

と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
て
ば
ゴ
ー
ル

で
１
点
、
途
中
で
負
け
れ
ば
振
り
出

し
に
戻
っ
て
再
度
勝
負
に
挑
む
ゲ
ー

ム
で
す
。
大
声
で
「
最
初
は
グ
ー
、

じ
ゃ
ん
け
ん
ポ
イ
」
と
気
迫
十
分
な

人
、
ク
ー
ル
な
顔
で
じ
ゃ
ん
け
ん
す

る
児
童
な
ど
、
制
限
時
間
内
で
の
繰

り
返
し
の
挑
戦
で
す
が
、
翌
日
の
筋

肉
痛
が
心
配
に
な
る
ほ
ど
の
盛
り
上

が
り
よ
う
で
し
た
。

　

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
で
は
、
デ
ィ
ス
コ
ン
、
囲
碁
ボ

ー
ル
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
フ
リ

ー
ピ
ン
ポ
ン
、
輪
投
げ
、
フ
ラ
フ
ー

プ
に
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
笑
顔
、

歓
声
が
あ
ふ
れ
る
一
日
で
し
た
。

 
 

志
津
南
地
区
体
育
振
興
委
員
会
で

は
、
地
区
の
一
体
感
や
活
力
を
醸
成

す
る
た
め
、
今
後
も
気
軽
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、「
じ
ゃ
ん
け
ん
サ
ッ
カ
ー
」

の
町
内
対
抗
成
績
は
、
次
の
通
り
で

す
。

　

優　

勝　

岡
本
町
西

　

準
優
勝　

若
草
八
丁
目

　

第
三
位　

若
草
一
丁
目

　

敗
者
復
活
優
勝　

若
草
七
丁
目

　

若
寿
会
は
11
月
７
日
、
秋
の
ふ
れ

あ
い
バ
ス
旅
行
を
実
施
、
今
年
３
月
、

東
近
江
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
滋
賀
県

平
和
祈
念
館
を
訪
れ
ま
し
た
＝
写

真
。

　

戦

後

67

年
、
戦
争
の

記
憶
が
薄
れ

ゆ
く
中
、
当

時
の
出
来
事

や
生
活
等
の

展
示
を
見
、

全
員
が
戦
中

戦
後
を
経
験
し
生
き
抜
い
た
者
ば
か

り
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ
を
か
み
し

め
ま
し
た
。

　

昼
食
は
近
江
八
幡
休
暇
村
で
紅
葉

と
秋
の
琵
琶
湖
を
満
喫
、
帰
り
に
は

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
も
見
学
し

ま
し
た
。

　
　
　

月
と
逢
引

　

初
々
し
い
十
三
夜
、
明
る
い
満
月
、

そ
し
て
い
ざ
よ
い
（
十
六
夜
）、
立

待
ち
、
居
待
ち
及
び
寝
待
ち
月
。

　

昔
の
人
は
何
を
そ
ん
な
に
楽
し
み

に
待
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
昔
は

通
い
婚
で
し
た
。
逢
引
は
月
夜
に
す

る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
お
月
さ

ま
が
出
た
ら
愛
し
い
人
が
来
て
く
れ

る
。
百
人
一
首
に
も
月
を
詠
み
込
ん

だ
恋
の
歌
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

十
五
夜
の
前
後
四
日
、
つ
ま
り
九

日
間
が
逢
引
の
で
き
る
夜
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
雨
が
降
っ
た
り
す

る
と
、
逢
引
は
禁
忌
で
し
た
。
で
は

雨
夜
に
は
逢
引
を
し
な
い
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
雨

夜
の
場
合
に
は

特
別
な
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ

の

前

に
、

な
ぜ
雨
夜
は
逢

引
が
禁
忌
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

万
葉
集
の
歌

を
見
る
と
、
雨

だ
か
ら
逢
え
な
い
、
雨
が
降
っ
て
い

る
か
ら
行
け
な
い
、
と
い
う
口
実
が

習
俗
と
し
て
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
雨
は
花
を
咲
か
せ
た

り
、
緑
の
葉
を
紅
葉
に
し
た
り
す
る

不
思
議
な
力
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

雨
の
呪
力
の
代
表
は
農
耕
に
お
け
る

水
で
し
ょ
う
。
雨
を
降
ら
せ
る
の
は

海
神
。
神
が
雨
を
降

ら
せ
る
の
な
ら
農
作

物
は
雨
の
呪
力
で
成

長
し
、
そ
れ
を
食
物

と
し
て
人
は
活
力
を

得
る
。
こ
の
よ
う
に

雨
は
呪
力
の
あ
る
も

の
だ
か
ら
、
雨
が
降

っ
た
ら
外
に
出
て
は

い
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
逢
引
に
出

か
け
る
の
が
禁
忌
だ
っ
た
の
は
当
然

で
し
ょ
う
。
と
い
っ
て
、
た
と
え
ば

田
植
え
に
蓑
笠
を
着
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
に
、
絶
対
に
雨
に
あ
た
っ
て
は

い
け
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
も
な
く
、
特
別
な
時
、
祭
り
の
時

な
ど
に
は
雨
に
触
れ
て
も
よ
か
っ
た

し
、
特
別
な
扮
装
を
し
て
い
れ
ば
、

雨
の
日
の
外
出
も
許
さ
れ
ま
し
た
。

蓑
笠
は
そ
の
扮
装
で
す
。
蓑
笠
姿
は

人
の
秩
序
か
ら
外
れ
た
姿
、
神
の
側

の
姿
な
の
で
す
。

　

逢
引
も
笠
を
着
れ
ば
よ
か
っ
た
の

で
す
。
だ
か
ら
、
笠
は
恋
人
が
で
き

る
と
編
ん
だ
も
の
ら
し
く
、
笠
を
編

ん
だ
わ
け
で
も
な
い
の
に
噂
が
立
っ

た
、
と
い
う
歌
も
あ
り
ま
す
。

　

月
夜
も
雨
夜
も
、
恋
人
た
ち
に
は

き
っ
と
気
の
も
め
る
こ
と
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
歌
が

生
み
出
さ
れ
た
の
で
す
ね
。
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花
づ
く
り

池
田
さ
ん
か
ら
牧
場
ジ
ェ
ラ
ー
ト

一
代
記
を
聞
く
参
加
者

古
今
東
西
が
終
了

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
の
教
養
文

化
講
座
・
古
今
東
西
「
復
興
～
近
江

の
か
く
れ
里
の
今
～
」
が
11
月
30
日

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
東
近
江
市
の
ヒ
ト
ミ
ワ
イ

ナ
リ
ー
・
日
登
美
美
術
館
と
、
池
田

牧
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ヒ
ト
ミ
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
見
学
は
酵

母
の
状
態
に
よ
り
ワ
イ
ン
の
瓶
詰
め

の
過
程
に
入
っ
た
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
隣
接
し
た
日
登
美
美
術

館
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
バ
ー
ナ
ー

ド
・
リ
ー
チ
の
作
品
な
ど
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
美
術
館
と
は
別
に
、
あ
ら

た
な
事
業
と
し
て
地
元
産
の
ぶ
ど
う

を
使
っ
た
ヒ
ト
ミ
ワ
イ
ナ
リ
ー
つ
い

て
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
受
講
生

は
ワ
イ
ン
の
試
飲
を
し
な
が
ら
、
ワ

イ
ン
の
酵
母
で
作
ら
れ
た
パ
ン
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

池
田
牧
場
で
は
「
害
獣
と
し
て
捕

ま
え
た
鹿
を
た
だ
駆
除
す
る
の
で
な

く
命
を
い
た
だ
く
と
考
え
て
い
る
」

と
、
昼
食
に
鹿
の
肉
を
使
っ
た
料
理

な
ど
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牧
場
経
営
に
携
わ
る
池
田

喜
久
子
さ
ん
か
ら
、
生
産
過
剰
と
な

っ
た
牛
乳
を
加
工
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を

販
売
し
よ
う
と
、
イ
タ
リ
ア
ま
で
一

人
で
学
び
に
行
き
、
た
く
さ
ん
の
方

の
協
力
を
得
て
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ

プ
と
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
に
至
っ

た
「
池
田
牧
場
の
イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ

ラ
ー
ト
」
一
代
記
を
聞
き
ま
し
た
。

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
笑
い
を
交
え

な
が
ら
の
繁
盛
記
に
興
味
深
く
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

「
古
今
東
西
」
は
、
今
回
の
第
３

回
を
も
っ
て
全
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。

□ 12 月 19 日（水）

　★やすらぎ学級

　　13:30 ～ 17:00

□ 12 月 22 日（土）

　☆社会奉仕：若寿会

　　8：30　若草中央公園集合

□ 1月 5日（木）

　★子ども会書初め大会

　　9:00 ～ 12:00　 

　★子ども会書初め展示会

　　1月 5日～ 19 日 15：00 まで

☆健康ウォーキング：若寿会

　　8：45　若草中央公園集合

□ 1月 13 日（日）

　☆左義長

　　9:30 ～ 11:30

　　　若草中央公園

□毎週金曜日

　☆ふれあい喫茶（お茶の間）

　　10：00 ～ 12：00

　　若草第五集会所

□毎日（金曜日を除く）

　☆ふれあいハウス「絆」

　　10：00 ～ 16：00

　　　若草第六集会所（六丁目）

★印の会場は志津南市民センタ

ー（公民館）です

名
画
の
観
賞
会

き
と
咲
き
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
喜

び
は
、
子
育
て
に
も
似
て
、
花
へ
の

愛
情
が
一
段
と
増
し
、
園
芸
雑
誌
や
、

テ
レ
ビ
、
園
芸
に
知
識
の
あ
る
方
々

と
の
交
流
な
ど
ま
す
ま
す
花
づ
く
り

に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
園
や
自
宅
の
庭
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
場
所
で
、
花
壇
の
手
入
れ
を
し

て
い
る
と
、
多
く
の
方
が
温
か
い
声

を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
沢
山
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、

花
壇
を
よ
り
美
し
く
し
よ
う
と
、
草

引
き
、
水
や
り
、
花
の
植
え
替
え
な

ど
作
業
を
一
緒
に
し
て
下
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
知
り
合
い
に
な

れ
た
こ
と
で
す
。

岩
シ
ャ
ジ
ン
は
、
私
に
花
づ
く
り

の
楽
し
み
と
、
生
き
が
い
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。
花

づ
く
り
は
私
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
る
若
草
の
皆
さ
ん
、
ご
一
緒
に
若

草
中
央
公
園
「
や
す
ら
ぎ
空
間
」
を

四
季
折
々
の
花
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。毎

月
第
一
火
曜
日
、
午
前
８
時
か

ら
作
業
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
手

伝
い
く
だ
さ
い
。

今
年
10
月
、
岩
シ
ャ
ジ
ン
が
可

憐
で
、
清
楚
な
青
紫
色
の
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
感
動
で
す
！
「
合
格
」

と
い
う
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
若
葉
マ
ー
ク
の
は
な
づ
く
り
）

岩
シ
ャ
ジ
ン
と
い
う
花
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？

キ
キ
ョ
ウ
科
の
山
野
草
で
、
別

名
イ
ワ
ツ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
と
も
称
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
細

い
茎
に
釣
り
鐘
形
の
花
を
ぶ
ら
下
げ

る
よ
う
に
つ
け
、
色
は
青
紫
色
で
清

楚
な
花
で
す
。
こ
の
花
を
私
が
所
属

し
て
い
る
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か

ら
「
こ
れ
を
咲
か
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
勉
強
に
な
る
よ
」
と
、
こ
の
春
一

鉢
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
花
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
発
足
以
来
、

細
々
と
、
や
す
ら
ぎ
空
間
の
手
入

れ
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
代
表
と
し
て
お
世
話
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
花
づ
く
り
に
あ
ま

り
知
識
が
な
い
の
で
、
こ
れ
を
機
会

に
詳
し
く
勉
強
を
始
め
よ
う
と
思
っ

て
い
た
矢
先
の
出
来
事
で
し
た
。

岩
シ
ャ
ジ
ン
を
育
て
始
め
る
と
、

天
気
、
気
温
、
置
き
場
所
、
肥
料
、

水
や
り
等
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気

を
配
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
ポ
ッ
ト
の
苗
し
か
育
て
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
種
か

ら
育
て
る
こ
と
に
も
挑
戦
し
、
夏
の

花
が
、
秋
に
な
っ
た
今
で
も
生
き
生

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
つ
ど
い
推
進
事
業
と
し
て
映
画
会

を
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
、
10
月
27
日

に
「
理
由
な
き
反
抗
」、
11
月
10
日

に
「
エ
デ
ン
の
東
」
を
上
映
し
ま
し

た
。

　

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン
の
映
画

は
何
度
も
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン

で
見
る
と
、
青
春
時
代
に
あ
こ
が
れ

た
ス
タ
ー
と
の
再
会
に
と
き
め
き
、

「
理
由
な
き
反
抗
」
で
は
、
演
技
の

迫
力
を
、「
エ
デ
ン
の
東
」
の
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
で
は
、
親
子
の
絆
に
感
動
、

何
度
見
て
も
心
に
残
る
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

後
も
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生
き
が

い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
「
み
ん

な
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
も
う
」、「
マ

ジ
ッ
ク
で
楽
し
く
」「
囲
碁
ボ
ー
ル

を
楽
し
も
う
」「
身
近
な
法
律
講
座
」

な
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
り
学
ん

だ
り
す
る
つ
ど
い
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

は
11
月
16
日
、
同
セ
ン
タ
ー
の
一
斉

清
掃
と
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
＝

写
真
。

　

公
民
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
や

地
域
の
団
体
の
皆
さ
ん
が
日
頃
は
手

の
届
か
な
い
隅
々
ま
で
清
掃
し
、
館

内
外
が
す
っ
き
り
美
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
湖
南
・
南
消
防
署
の

ご
指
導
で
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
給
湯
室
か
ら
の
火
災
発
生
を
想

定
し
て
駐
車
場
に
避
難
し
た
後
、
参

加
者
全
員
が
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓

練
を
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い

て
の
お
話
も
あ
り
、
災
害
発
生
時
は
、

ま
ず
み
ず
か
ら
動
く
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

公
民
館
で
消
防
訓
練


